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▼
書
記
局
予
定
▲

１２
月
５
日　

地
本
執
行
委
員
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

１２
月
１４
日
～
１５
日　

第
９
回
地
本
全
体
学
習
会

１２
月
２１
日
～
２２
日　

地
本
執
行
委
員
会

１２
月
２７
日　

地
本
旗
納
め

　

注
目
の
選
挙
が
こ
こ

一
ヶ
月
く
ら
い
の
間
で

一
気
に
実
施
さ
れ
た
。

▼
ま
ず
は
第
５０
回
衆
議

院
選
挙
。
自
民
党
の
自

滅
で
与
党
は
過
半
数
割
れ
と

な
っ
た
が
、
い
ろ
ん
な
「
壁
」

が
あ
る
ら
し
く
政
権
交
代
と
は

な
ら
な
か
っ
た
。
魑
魅
魍
魎
が

跋
扈
す
る
政
治
の
世
界
は
色
々

な
駆
け
引
き
が
あ
る
み
た
い
だ

が
、
と
に
か
く
国
民
の
生
活
が

向
上
す
る
政
策
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
「
壁
」
を
超
え
て
も
ら
い

た
い
▼
続
い
て
、
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
は
元
大
統
領
の
返
り

咲
き
と
な
っ
た
。
間
違
い
な
く

日
本
に
も
影
響
が
あ
る
し
、
地

球
温
暖
化
対
策
が
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。
日
本
政
府
が
ア
メ

リ
カ
に
対
し
て
は
っ
き
り
と
物

が
言
え
る
の
か
お
手
並
み
拝
見

▼
そ
し
て
、
失
職
し
た
前
知
事

が
当
選
し
た
兵
庫
県
知
事
選

挙
。
兵
庫
県
民
が
選
ん
だ
こ
と

な
の
で
他
県
の
人
間
が
と
や
か

く
言
わ
な
い
が
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
支
持
し
た

き
っ
か
け
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
真
実

を
知
っ
た
か
ら
」
と
い
う
意
見

が
多
か
っ
た
こ
と
。
▼
こ
こ
で

言
う
「
真
実
」
が
何
か
は
と
も

か
く
、
物
事
は
右
か
ら
見
る

か
、
左
か
ら
見
る
か
で
違
っ
て

見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
受
け
取

る
人
の
立
場
に
よ
っ
て
も
捉
え

方
が
変
わ
っ
て
く
る
。
ま
し
て

や
、
発
信
す
る
人
の
さ
じ
加
減

で
正
反
対
の
情
報
と
な
る
こ
と

が
あ
る
。
す
ご
く
便
利
だ
が
、

す
ご
く
危
険
で
も
あ
る
。
▼
し

か
し
、
こ
の
現
代
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
な
い
こ
と
は
、
ま
ず
無

理
だ
ろ
う
と
思
う
。
私
た
ち
は

巷
に
あ
ふ
れ
る
情
報
の
真
贋
を

見
抜
き
、
嘘
の
情
報
に
踊
ら
さ

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
、
一
連
の
騒

動
で
県
職
員
２
名
の
命
が
失
わ

れ
た
こ
と
は
、
紛
れ
の
な
い
事

実
な
の
だ
が
・
・
・【

勝
ち
馬
】

『源泉』

　

林
野
労
組
東
北
地
本
は
、
１０

月
２８
日
仙
台
市
に
お
い
て
、
髙

橋
委
員
長
、
古
村
副
委
員
長
、

伊
藤
書
記
長
、
土
佐
交
渉
部
長

の
４
名
が
出
席
し
、
人
事
院
東

北
事
務
局
交
渉
（
武
田
総
務
課

長
・
宇
賀
第
一
課
長
）
を
実
施

し
た
。

　

冒
頭
、
交
渉
に
あ
た
り
髙
橋

委
員
長
か
ら
交
渉
の
場
を
設
け

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
を
述
べ
た
後
、「
こ
の
間
、

こ
の
よ
う
な
交
渉
を
続
け
て
き

て
い
る
が
、
要
求
項
目
に
大
き

な
変
化
は
な
く
、
項
目
が
増
え

て
い
る
状
況
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
課
題
・
問
題
が
解
決
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
国
有
林

の
特
殊
性
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
早
期
に
そ
の
改
善
が
図
ら
れ

る
よ
う
対
応
を
要
請
す
る
。」

と
要
求
書
の
趣
旨
説
明
が
さ
れ

た
。

　

要
求
項
目
は
、

　

１�

．
級
別
定
数
の
適
正
化
に

つ
い
て
、

　

２�

．
森
林
官
の
位
置
付
け

（
４
Ｇ
）
に
つ
い
て
、

　

３�

．
行
政
職
（
二
）
の
級
構

成
の
簡
素
化
等
に
つ
い
て
、

　

４�

．
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給

要
件
の
見
直
し
等
に
つ
い

て
、

　

５�

．
暫
定
再
任
用
制
度
及
び

短
時
間
定
年
前
再
任
用
の

給
与
制
度
に
つ
い
て
、

　

６�

．
定
年
引
き
上
げ
に
係
る

６０
歳
前
後
の
給
与
水
準
に

つ
い
て
、

　

７�

．
退
職
手
当
の
特
例
措
置

（
ピ
ー
ク
時
特
例
）
に
つ

い
て
、

　

８�

．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対

策
な
ど
職
場
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
、

　

９�

．
若
手
職
員
へ
の
業
務
負

担
の
増
加
に
つ
い
て
、

　

10�
．
２
０
２
５
人
事
院
勧
告

に
よ
る
全
年
齢
の
大
幅
賃

上
げ
に
つ
い
て
、

の
以
上
１０
項
目
と
し
た
。

　

交
渉
に
当
た
っ
て
、
土
佐
交

渉
部
長
か
ら
、
各
項
目
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
的
な
補
足
説
明

が
さ
れ
、「
国
有
林
野
の
職
場

は
現
場
業
務
も
あ
り
、
ほ
か
の

官
庁
に
な
い
特
殊
性
の
高
い
官

庁
で
あ
る
こ
と
。」「
現
場
業
務

は
、自
然
災
害
や
獣
害
被
害
等
、

危
険
と
困
難
が
伴
う
こ
と
。」

「
空
席
ポ
ス
ト
に
配
置
で
き
ず
、

そ
の
業
務
が
若
手
の
一
般
職
員

に
多
く
の
負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
。」
と
い
っ
た
説
明
が
さ

れ
た
。

　

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
、
人

事
院
東
北
事
務
局
武
田
総
務
課

長
か
ら
は
、「
級
別
定
数
の
改

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
８
月
末
の
各
府
省
か
ら
の

要
求
を
踏
ま
え
、
各
府
省
等
と

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、

そ
の
中
で
各
府
省
の
実
情
、
職

務
の
変
化
、
組
織
・
定
員
等
の

動
向
を
聞
き
つ
つ
、
要
求
書
な

ど
を
踏
ま
え
た
職
員
団
体
の
要

望
な
ど
も
伺
い
な
が
ら
、
様
々

な
検
討
を
し
た
う
え
で
、
12
月

末
に
は
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し

級
別
定
数
の
設
定
や
改
訂
に
関

す
る
人
事
院
の
意
見
を
申
し
出

る
こ
と
に
な
る
。
級
別
定
数
の

改
定
は
、
各
ポ
ス
ト
の
職
務
・

職
責
の
変
化
を
級
別
標
準
職
務

表
を
物
差
し
と
し
て
適
切
に
評

価
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、

そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
お
け
る
業
務
の
複
雑
・
困

難
・
高
度
化
と
い
う
実
情
や
組

織
の
人
員
構
成
、
世
代
間
の
公

平
も
考
慮
し
て
改
定
等
を
行
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
年
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
人

事
院
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
に

変
わ
り
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。」
等
、
例
年
同
様
の
回
答

に
な
っ
た
。

　

人
事
院
よ
り
要
求
書
全
体
の

回
答
を
受
け
た
後
の
意
見
交
換

で
は
、
①
業
務
の
煩
雑
さ
が
増

し
て
き
て
い
る
中
で
、
度
重
な

る
級
の
切
り
下
げ
や
役
減
等
に

よ
り
、
特
に
若
手
職
員
の
業
務

に
お
け
る
士
気
の
低
下
や
早
期

退
職
が
増
え
て
い
る
実
態
、
②

主
任
等
（
上
司
）
が
不
在
の
中

で
、
一
般
職
員
の
み
で
業
務
を

回
し
て
お
り
、
本
来
の
役
職
・

職
責
以
上
の
多
大
な
負
担
が
強

い
ら
れ
て
い
る
実
態
、
③
急
傾

斜
地
で
転
落
等
の
危
険
が
高
い

森
林
内
で
の
業
務
や
鳥
獣
害
対

策
等
、
危
険
と
困
難
を
伴
う
作

業
に
従
事
し
て
い
る
実
態
や
多

発
す
る
自
然
災
害
な
ど
に
対
す

る
作
業
が
増
え
て
い
る
実
態
、

④
再
任
用
制
度
や
定
年
引
き
上

げ
に
か
か
る
給
与
水
準
に
つ
い

て
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を

基
本
と
し
た
見
直
し
に
向
け
た

検
討
、
⑤
定
年
引
き
上
げ
に
係

る
退
職
手
当
の
特
例
措
置
に
よ

る
国
有
林
に
お
け
る
退
職
金
の

不
利
益
問
題
な
ど
、
要
求
内
容

を
補
完
す
る
国
有
林
の
職
場
実

態
等
を
示
し
な
が
ら
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
要
求
項
目
以
外
と
し

て
、
伊
藤
書
記
長
か
ら
「
給
与

法
改
正
法
案
を
は
じ
め
、
今
年

度
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
各

種
法
案
の
早
期
成
立
に
向
け
、

人
事
院
お
よ
び
内
閣
人
事
局
に

お
い
て
も
引
き
続
き
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
い
。」「
寒
冷

地
手
当
の
支
給
地
域
の
見
直
し

が
さ
れ
た
が
、
例
え
ば
秋
田
市

に
つ
い
て
は
こ
の
間
の
市
町
村

合
併
に
お
い
て
現
在
の
秋
田
市

に
な
っ
て
お
り
、
一
概
に
秋
田

市
全
体
を
支
給
地
域
か
ら
外
す

の
は
問
題
で
あ
り
、
旧
市
町
村

単
位
で
細
か
く
精
査
を
す
べ

き
」「
地
域
に
お
い
て
は
国
が

寒
冷
地
手
当
を
支
給
し
て
い
る

か
ら
民
間
企
業
で
も
支
給
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
国
が
支
給

を
し
な
く
な
る
と
民
間
で
も
支

給
が
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
そ
の
事
で
地
域
経
済
が
さ

ら
に
冷
え
込
む
こ
と
に
繋
が
る

可
能
性
も
あ
り
問
題
で
あ
る
」

等
、
今
年
度
の
人
事
院
勧
告
に

係
わ
っ
て
意
見
交
換
な
ど
を
行

い
、
人
事
院
東
北
事
務
局
か
ら

は
現
場
で
働
く
職
員
の
実
情
等

に
つ
い
て
人
事
院
本
院
担
当
部

署
に
報
告
し
た
い
と
の
回
答
を

確
認
し
た
。

　

交
渉
時
間
は
１
時
間
程
度

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
項
目

を
き
め
細
か
く
意
見
交
換
す
る

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
人

事
院
東
北
事
務
局
か
ら
は
「
職

員
団
体
よ
り
現
場
の
実
態
な
ど

を
貴
重
な
意
見
を
伺
う
こ
と
が

出
来
た
と
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
情
報
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。」
と
あ
り
、
髙
橋
委
員
長

か
ら
は
「
我
々
の
職
場
実
態
を

受
け
と
め
て
も
ら
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
現
場

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
検
討
し
て
頂
き
た

い
。」と
話
が
さ
れ
、
引
き
続
き

職
場
の
実
態
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
意
見
交
換
を
終
了
し
た
。

　

林
野
労
組
秋
田
森
林
管
理
署

分
会
は
、
８
月
２３
日
に
秋
田
市

「
秋
田
県
労
働
会
館
フ
ォ
ー
ラ

ム
ア
キ
タ
」
に
お
い
て
、
第
１８

回
定
期
大
会
を
開
催
（
組
合
員

２０
名
出
席
）
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
大
会
議
長
と
し
て
、

署
内
班
の
千
葉
さ
ん
を
選
出

し
、
引
き
続
き
、
菅
原
執
行
委

員
長
か
ら
「
こ
の
３
年
間
、
分

会
大
会
が
開
催
で
き
ず
に
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
今
回
、

業
務
等
も
忙
し
い
中
、
３
名
の

方
に
分
会
役
員
を
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
、
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
働
く
仲
間
が

健
康
で
働
く
こ
と
は
大
切
で
あ

り
、
目
指
す
方
向
を
今
大
会
で

確
認
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

る
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。、 　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
工
藤

新
一
秋
田
市
議
会
議
員
と
古
村

地
本
副
執
行
委
員
長
が
出
席
さ

れ
挨
拶
受
け
ま
し
た
。

　

議
事
次
第
に
基
づ
き
、
各
議

題
と
新
執
行
体
制
が
提
案
さ

れ
、
全
組
合
員
か
ら
の
賛
成
で

承
認
さ
れ
、
大
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
組
合
員

参
加
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催

し
、
今
後
の
分
会
運
動
の
更
な

る
前
進
に
向
け
て
意
見
交
換
を

行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。（
秋
田
分
会
報
告
）

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

執
行
委
員
長　
　

菅
原　

真
澄

副
執
行
委
員
長　

小
林
あ
ず
み

書
記
長　
　
　
　

齊
藤　

雅
哉

執
行
委
員　
　
　

木
村　

海
結

（
10
・
１
局
へ
異
動
）

左：髙橋委員長・右：武田総務課長

交 渉 状 況

発言する土佐交渉部長

新分会執行委員

～
１０
・
２８
人
事
院
東
北
事
務
局
交
渉
～

国
有
林
の
特
殊
性
と

　
若
手
職
員
へ
の
業
務
負
担
等
を
訴
え
る

国
有
林
の
特
殊
性
と

　
若
手
職
員
へ
の
業
務
負
担
等
を
訴
え
る

～
１０
・
２８
人
事
院
東
北
事
務
局
交
渉
～

秋
田
森
林
管
理
署
分
会
定
期
大
会

「
新
執
行
体
制
を
確
立
！
」団結懇親会

秋田市中通６−７−36
全国林野関連労働組合
東北地方本部
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①
２
０
２
３
年
度
推
進
活
動
の

総
括
、
②
２
０
２
５
年
１
月

セ
ッ
ト
共
済
契
約
更
改
の
取
り

組
み
お
よ
び
２
０
２
４
年
度
推

進
活
動
、
③
住
ま
い
る
共
済
制

度
の
改
定
、
④
２
０
２
５
年
１

月
契
約
更
改
の
事
務
処
理
、
⑤

損
害
調
査
業
務
の
抜
本
改
革
、

⑥
マ
イ
カ
ー
共
済
の
制
度
改
定

に
つ
い
て
説
明
・
提
案
が
な
さ

れ
質
疑
応
答
を
行
い
、
１
日
目

し
、
７
月
に
は
山
形
、
秋
田
県

両
県
に
大
雨
災
害
は
発
生
し
ま

し
た
。
能
登
半
島
地
震
は
能
登

地
方
を
は
じ
め
周
辺
地
域
に
深

刻
な
被
害
と
人
命
の
損
失
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
半

年
が
経
過
し
た
今
も
な
お
、
未

だ
に
多
く
の
人
々
が
避
難
所
等

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
形
、
秋
田

の
大
雨
災
害
災
害
か
ら
の
本
格

的
な
復
旧
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

状
況
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
改

め
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
を
申
し
あ
げ
た
い
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
イ
ン
フ
ラ
設
備

の
復
旧
、
被
災
住
宅
の
再
建
な

ど
も
遅
れ
て
お
り
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
、
被
災
者
の
生
活
再

建
な
ど
、
政
府
・
地
方
行
政
に

お
け
る
集
中
し
た
公
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
振
り

返
る
と
、
１
昨
年
は
山
形
県
、

昨
年
は
秋
田
県
、
今
年
は
山
形

（
庄
内
・
最
上
地
域
）、秋
田（
由

利
、
湯
沢
、
阿
仁
地
域
）
を
中

心
に
大
雨
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
秋
田
地
方
管
内
で
３
年

続
け
て
大
規
模
な
大
雨
自
然
災

害
が
発
生
し
た
。
地
球
温
暖
化

（
沸
騰
化
）
が
深
刻
だ
な
と
感

じ
ざ
る
を
え
な
い
。
今
一
度
生

活
防
衛
を
し
っ
か
り
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
め
て
共

済
事
業
の
重
要
性
を
全
体
で
再

認
識
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。」「
年
々
加
入
口
数
な

ど
が
減
少
し
、
組
織
的
な
年
齢

構
成
の
課
題
も
あ
る
が
現
役
世

代
の
減
少
も
続
い
て
い
る
状

況
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
の

屋
台
骨
を
支
え
る
の
は
現
役
世

代
で
あ
り
、
加
入
拡
大
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
契
約

更
改
と
連
動
さ
せ
た
林
野
労
組

加
入
の
分
会
で
の
取
り
組
み
強

化
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨

拶
を
う
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
森
林
労
連
共
済
推
進

本
部
代
表
し
て
、
水
田
事
務
局

長
の
基
調
を
兼
ね
て
挨
拶
を
行

い
、
門
脇
事
業
推
進
課
長
よ
り

　

秋
田
地
方
共
済
推
進
会
議

は
、
９
月
13
日
（
金
）
～
14
日

（
土
）
の
２
日
間
の
日
程
で
、

秋
田
県
秋
田
市
に
あ
る
秋
田
温

泉
「
さ
と
み
」
で
、
林
野
労
組

各
分
会
担
当
者
・
林
退
会
各
支

部
担
当
者
な
ら
び
に
関
係
役
職

員
35
名
の
参
加
の
下
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
こ
の
１
年
間

に
亡
く
な
ら
れ
た
分
会
・
支
部

共
済
担
当
者
の
御
霊
に
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
髙
橋
議
長
（
林
野

労
組
東
北
地
本
執
行
委
員
長
）

よ
り
、「
こ
の
間
、
職
場
や
地

域
で
の
共
済
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
分
会
役
員
、
支
部
役

員
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。」

「
今
年
の
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
が
発
生

の
会
議
を
終
了
し
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
伊
藤
代
表
委
員

（
東
北
・
秋
田
地
方
）
よ
り
森

林
労
連
共
済
東
北
（
秋
田
）
地

方
森
林
労
連
の
提
案
と
し
て

「
２
０
２
３
年
度
共
済
推
進
運

動
の
総
括
、
２
０
２
４
年
度
共

済
運
動
方
針
」
等
に
つ
い
て
提

案
、
萩
庭
森
林
労
連
共
済
業
務

担
当
職
員
よ
り
各
種
共
済
加
入

目
標
及
び
自
賠
責
共
済
加
入
目

標
等
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、

質
疑
応
答
の
あ
と
全
体
で
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
配
転
等
に
よ
り
分

会
担
当
者
が
変
わ
っ
た
り
不
在

に
な
る
な
ど
、
共
済
推
進
活
動

が
困
難
を
極
め
て
い
る
と
の
組

合
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
共
済

運
動
の
担
い
手
育
成
に
向
け
て

「
各
種
加
入
事
務
・
共
済
金
請

求
事
務
」
に
つ
い
て
森
林
労
連

共
済
推
進
本
部
職
員
よ
り
説
明

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
体
で

学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
表
彰
に
入
り
、
優
秀

分
会
表
彰
・
林
野
労
組
山
形
分

会
、
永
年
担
当
者
表
彰
・
稲
葉

清
三
氏
（
林
退
会
早
口
支
部
）

を
紹
介
し
、
賞
状
と
副
賞
を
水

田
共
済
推
進
本
部
事
務
局
長
か

ら
授
与
し
会
場
全
体
に
笑
い
声

が
広
が
る
な
か
、
２
日
間
の
会

議
を
終
了
し
ま
し
た
。

共済事業の重要性を
全体で再認識

東北（秋田）地方共済推進会議

　

11
月
13
日

（
水
）、
秋

田
県
公
務
公

共
サ
ー
ビ
ス

労
働
組
合
協

議
会
第
36
回

総
会
が
、
イ

ヤ
タ
カ
で
開

催
さ
れ
、
林

野
労
組
か
ら

は
本
局
分
会

５
名
、
秋
田

分
会
２
名
、

公
務
労
協
幹

事
２
名
の
９

名
で
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
髙

橋
共
同
代
表

（
国
公
労
組
代
表
）
か
ら
、
①

８
月
８
日
に
国
家
公
務
員
に
対

し
、
月
例
給
に
つ
い
て
は
、
民

間
給
与
と
の
較
差
２
・
７
６
％

１
１
，
１
８
３
円
」）
を
埋
め

る
た
め
、
初
任
給
を
は
じ
め
、

若
年
層
に
重
点
を
置
き
、
全
職

員
へ
の
月
例
給
引
き
上
げ
、
一

時
金
に
つ
い
て
は
、
０
・
１
０

月
分
引
上
げ
、
４
・
６
０
月
に

改
定
。
引
き
上
げ
分
は
、
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
に

０
・
０
５
月
ず
つ
均
等
に
配
分

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、秋
田
県
の
人
事
委
員
会
は
、

10
月
７
日
に
、
月
例
給
に
つ
い

て
民
間
給
与
と
の
格
差

２
・
９
５
％
埋
め
る
た
め
、
若

年
層
に
重
点
を
置
い
て
全
年
齢

層
の
給
料
表
の
水
準
を
引
き
上

げ
、
一
時
金
に
つ
い
て
は

０
・
１
５
月
分
の
引
き
上
げ
、

国
と
の
格
差
が
解
消
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
期
以

来
の
、
大
幅
な
賃
上
げ
と
言
わ

れ
、
労
働
組
合
の
取
り
組
み
の

成
果
と
受
け
止
め
て
い
る
け
れ

ど
も
、
昨
今
の
物
価
上
昇
に
は

追
い
つ
い
て
い
な
い
と
感
じ
て

い
る
し
、
今
回
、
国
、
地
方
と

も
寒
冷
地
手
当
の
見
直
し
（
改

悪
）
が
さ
れ
た
た
め
、
実
質
賃

金
は
下
が
っ
た
言
え
る
。
こ
れ

で
は
、「
経
済
の
好
循
環
」
は

厳
し
い
。各
単
組
に
お
い
て
は
、

こ
の
秋
年
で
本
年
の
人
事
院
勧

告
確
定
に
関
わ
る
取
り
組
み
や

要
求
の
根
拠
と
な
る
生
活
実
態

調
査
な
ど
、
来
春
の
２
０
２
５

春
闘
に
繋
げ
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
官
民
連
携
の
も
と

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

２
０
２
５
春
闘
の
大
き
な
力
に

な
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
春

闘
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら

に
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
②
10
月
27
日
投
開
票
さ
れ

た
第
50
回
の
衆
議
院
選
挙
結
果

を
経
て
、
11
日
に
第
２
１
５
特

別
国
会
が
召
集
さ
れ
、
第
２
次

石
破
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
数
を
背
景
に
強
行

採
決
が
で
き
な
い
こ
と
が
大
き

く
変
わ
り
、
私
た
ち
が
求
め
て

き
た
緊
張
感
の
あ
る
政
治
状
況

に
な
っ
た
。
一
方
で
、
野
党
間

の
連
携
に
不
安
を
抱
え
て
の
ス

タ
ー
ト
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
と
り
わ
け
、
国
公
労
組
と

し
て
危
惧
し
て
い
る
の
が
、
い

つ
、
国
会
で
２
０
２
４
人
事
院

勧
告
に
関
係
す
る
給
与
法
改
正

法
案
等
が
提
出
・
可
決
さ
れ
る

か
で
あ
る
。
３
年
前
の
年
度
越

し
で
の
混
乱
が
再
来
さ
れ
る
の

か
不
安
も
よ
ぎ
る
が
、
そ
れ
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
公
務
労
協
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
対
策
を
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
公
務

労
協
の
運
動
方
針
で
あ
る
「
良

質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
」

も
そ
う
で
す
が
、
公
務
（
予
算

や
定
数
の
問
題
な
ど
）
は
政
治

と
切
り
離
せ
な
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
我
々

公
務
労
組
の
最
大
の
課
題
は
、

労
働
基
本
権
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
来
年
の

春
に
は
秋
田
県
知
事
選
挙
、
夏

に
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

連
合
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
必
要
あ
る
。
選
挙
で
も
何

で
も
そ
う
で
す
が
、
一
番
の
問

題
は
無
関
心
で
す
。（
話
が
大

き
く
な
る
が
・
・
）
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
挙
が
あ
の
よ
う
な
形

に
な
り
、
世
界
情
勢
が
混
沌
と

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
何

か
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

ん
で
す
。何
か
が
起
こ
る
前
に
、

自
分
の
意
思
を
は
っ
き
り
表
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。「
政
治
に
無
関
心
で
い

ら
れ
て
も
政
治
に
無
関
係
で
は

い
ら
れ
な
い
」
と
は
な
さ
れ
、

最
後
に
、
本
日
の
総
会
で
退
任

さ
れ
る
小
川
前
共
同
代
表
（
地

公
労
組
代
表
）
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
10
年
以
上
に
わ
た
り
秋
田

県
公
務
労
協
の
運
動
の
先
頭
に

た
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
、

幹
事
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
川
連
合
秋
田
会

長
、
才
村
東
北
労
働
金
庫
秋
田

県
本
部
長
、
羽
澤
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
秋
田
推
進
本
部
長

よ
り
来
賓
の
挨
拶
を
う
け
、
活

動
経
過
報
告
、
活
動
方
針
・
事

業
計
画
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、

全
体
の
拍
手
で
承
認
し
向
こ
う

１
年
間
の
取
り
組
み
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
構
成
組
織
か
ら
の

状
況
報
告
で
は
林
野
労
組
か
ら

土
佐
交
渉
部
長
が
職
場
情
況
等

に
つ
い
て
報
告
し
て
き
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
小
川
前
共

同
代
表
の
退
任
に
伴
い
、
新
た

に
水
木
共
同
代
表
（
地
公
労
組

代
表
）
を
選
出
し
、
最
後
に
水

木
新
代
表
の
力
強
い
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
交
流
会
も

開
催
さ
れ
、
林
野
労
組
か
ら
参

加
し
た
組
合
員
も
各
構
成
組
織

か
ら
参
加
さ
れ
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
楽
し
く
交
流
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

秋田県公務労協第36回総会

「公務は政治と切り離せない」

◎
青
森
県
選
挙
区

　

青
森
１
区
（
比
例
東
北
）

　
　

升
田
世
喜
男（
立
憲
民
主
党
）

　

青
森
３
区

　
　

岡
田　

華
子（
立
憲
民
主
党
）

◎
岩
手
県
選
挙
区

　

岩
手
１
区

　
　

階　
　
　

猛（
立
憲
民
主
党
）

　

岩
手
３
区

　
　

小
沢　

一
郎（
立
憲
民
主
党
）

◎
宮
城
県
選
挙
区

　

宮
城
１
区

　
　

岡
本
あ
き
子（
立
憲
民
主
党
）

　

宮
城
２
区

　
　

鎌
田
さ
ゆ
り（
立
憲
民
主
党
）

　

宮
城
３
区

　
　

柳
沢　
　

剛（
立
憲
民
主
党
）

　

宮
城
４
区

　
　

安
住　
　

淳（
立
憲
民
主
党
）

◎
秋
田
県
選
挙
区

　

秋
田
１
区
（
比
例
東
北
）

　
　

寺
田　
　

学（
立
憲
民
主
党
）

　

秋
田
２
区

　
　

緑
川　

貴
士（
立
憲
民
主
党
）

◎
山
形
県
選
挙
区

　

山
形
２
区
（
比
例
東
北
）

　
　

菊
池
大
二
郎（
国
民
民
主
党
）

◎�

参
議
院
岩
手
県
選
出
議
員
補

欠
選
挙
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共済推進会議（秋田）

優秀分会表彰：山形分会

永年表彰：稲葉清三氏（林退会早口支部）

報告する土佐交渉部長

団結がんばろー


